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グリッド技術の金融リスク管理への適用

金融研究部門　田中　周二
tanaka@nli-research.co.jp

－ ニッセイ基礎研究所と日本ＩＢＭの共同開発の概要 －

ニッセイ基礎研究所は、日本ＩＢＭ社と金融

リスク管理向けのグリッド・コンピューティン

グ技術の共同研究を開始した（注１）。グリッド・

コンピューティングの技術は、ここ１～２年で

急速に発展してきた。しかし従来は、地球物理

（地球規模の気象予測など）や医療研究（ヒト

ゲノム計画など）、自動車の設計開発などの科

学技術計算が主な応用範囲であり、金融機関に

おける応用事例は、極めて限定的なものに止ま

っていた。今回の共同研究は、金融分野でも、

誕生して間もない「金融リスク管理」という最

先端の分野で利用されているモンテカルロ・シ

ミュレーションの大量計算を飛躍的に効率化す

ることを目的としたものであり、次世代コンピ

ューティングにつながる先端的な試みである。

これまでの予備的な実験においても、10時間か

かっていた計算を49分へと約12倍の速度で実現

しており、今後は更なるスピードアップとシス

テムの安定的運用の両面の技術の確立を目指す

こととしている。

1．グリッド技術とは

グリッド技術については、コンピュータに特別

の関心のある人は別にして、大多数の人には馴

染みがないと思われるので簡単に説明すること

にしよう。

まず、グリッドという言葉は、「Electric

Power Grid（電力送電網）」に由来し、いつで

も誰でも必要なときに必要なだけ使える電気の

ようにコンピュータ資源を組み合わせる技術と

いう意味で命名されたものである。

よく引用される事例としてはSETI@home

（地球外知的生物探査研究所）のプロジェクト

がある（注２）。異星人との接近遭遇を描いたＳＦ

小説「コンタクト」（映画化もされている）を

書いた天文学者カール・セーガンが関わったプ

ロジェクトとして有名で地球外の宇宙のどこか

にいるかもしれないＥＴと交信しようという壮

大な試みである。宇宙電波望遠鏡で遠い宇宙か

らやってくる電波信号を分析するには膨大な計

算パワーが必要で、それを家庭内のＰＣの空い

た時間を利用して分析しようというものであ

る。現在、約300万人の人がソフトウェアをダ

ウンロードして協力している。このようにグリ

ッドは簡単に言えば、「複数のコンピュータを

束ね、仮想的に巨大なサーバとして動かすこと

を目指す」技術で、地球物理・医療生物学研究

といった学問の場で1990年代頃から研究が進め

られてきた。
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金融分野での応用はまだ少ないが、インター

ネット証券のチャールズ・シュワブが提供する

個人財産口座管理システム（W e a l t h

Management）の顧客対応時間の大幅短縮（４

分を15秒に）や、カナダのロイヤル・バンク保

険の責任準備金計算の効率化（18時間を32分に）

などの事例がある。

2．リスク管理システムとモンテカルロ法
の高速化ニーズ　　　　　

今回のプロジェクトは、「金融リスク管理シス

テム」の高速化が目的である。

現在改定が予定されている新ＢＩＳ規制

（BaselⅡ）では、先進的な銀行には「内部モデ

ル」によるリスク計測を認めている。銀行は、

図表－1 リスク統合管理システムの全体構造
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信頼できる「内部モデル」の開発により、必要

とする自己資本の水準を減らすことが可能とな

る。そこで、先進的な銀行では「信頼できる良

い内部モデル」の開発ニーズが高まった。とこ

ろが、複雑なデリバティブ取引や貸し出しなど

を大量に保有する金融機関では、従来の単純な

「分散・共分散法」によるリスク管理手法では

取り扱っている商品や取引をカバーできなくな

ってきている。

結局、このような複雑な取引をもカバーする

統一的なリスク管理の内部モデルを開発すると

すれば、シミュレーションに頼るしかない。当

社が開発した「リスク統合管理システム」では、

株式や債券などの市場リスクと信用リスクを統

合した上、モンテカルロ・シミュレーションを

利用して一定期間内のリスク量を直接計算する

枠組みを提供している（図表－１）。しかし、

最近、いかにコンピュータ性能が向上したとい

っても、あまりにも複雑・大量な計算のためシ

ミュレーションの時間制約の問題は大きなボト

ルネックになりうる。この点、リスク管理担当

部門では、できれば２～３時間で処理が終了す

ることが望ましいであろう。そこで、グリッド

技術が登場するわけである。１日かかる計算を

信頼できる技術で短期化することは、ビジネス

の進め方をも変えてゆくという意味でもイノベ

ーティブな試みと言えるであろう。

3．今回の開発内容と今後の展開

リスク統合管理システムでは、将来価格の確

率分布を生成することが必要であり、そのため

に多数（たとえば１万回）のシナリオごとに個

別の資産価格やポートフォリオの評価額を計算

し、それを集計するという作業を行う必要があ

る。この繰り返し計算の部分を図表－２のよう

にオフィスにあって計算能力が余っている複数

台のＰＣ（計算サーバとして使う）に分配して

それぞれで計算させてから、UNIXワークステ

ーション（条件設定サーバ、集計サーバとして

使う）に送信し集計すれば、UNIXワークステ

ーション１台だけで計算するより速くなるだろ

うというのが基本的発想である。現在の予備的

な実験では、Linuxを登載した８台のＰＣを接

続して、従来約10時間かかっていた計算処理時

間が約49分に短縮され、約12倍の高速化に成功

している。

しかし、ＰＣを100台にすれば100倍速くなる

というわけではない。計算能力がボトルネック

である間は、ＰＣの台数を増やすことが高速化

につながるが、次第に他の要素（例えば通信能

力）が全体の足を引っ張るようになるからであ

る。したがって、ボトルネック要因を見極め、

バランスのとれた高速化策を採ることが、最小

限の追加投資で最大限のパフォーマンス改善を

引き出すことにつながる。

高速化という面ではすでに一定の成果が得ら

れているが、今後は、このアクセル（スピード

の限界を探る）と同時にブレーキ（グリッドを

より安全なものにする）の開発も必要である。

後者の３つの課題は、以下のとおりである。

①　インテグリティ（integrity）

②　データ保護（data protection）

③　スケジューリング（scheduling）

①は、グリッドを利用しない場合、ＰＣを10

台使う場合、100台使う場合など、グリッドの設

定を変えたときに、いずれも全く同じ集計結果

が得られるようにすることである。UNIXワーク

ステーションとオフィスのＰＣ、さらにＰＣ同士

の差を吸収する仕組みを開発することが必要と

なる。

②は、資産側のデータの機密保持のために、
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重要データはＰＣに送らずとも、所定の計算結

果を得られるようにすることである。社内とい

えども、オフィスのあちこちのＰＣで会社の資

産の内容（ポートフォリオ）が見られる状況は

避けたい。「計算サーバは、自分がどのような

ポートフォリオについてリスク計算をしている

のか分からない」工夫が要る。

③は、日常業務に使用しているオフィスの

ＰＣの使われている状況に関わらず、予め決め

られたデッドラインを保証するようなスケジュ

ーリング手法の開発である。ＰＣの使われ方は、

集計側では管理できないから、モニタと必要に

応じた再スケジュールの機能が望まれる。これ

ら３つのブレーキは、若干のスピードの低下を

伴うが、金融機関のオフィスにグリッドを定着

させるために欠かせないものである。

さて、このような基本技術が確立するとどの

ようなことが期待できるであろうか。このよう

なセキュリティ技術やスケジューリング機能を

付加すると、それは「金融グリッド・ミドルウ

ェア」の基本ソフトへと進化することが期待さ

れる。それこそ、あたかも電気が各家庭や工場

にいつでも利用できるように、その基本ソフト

をインストールすれば、簡単にオフィス内でス

ーパー・コンピュータのような計算ができてし

まう。そういう未来が近い将来やってくるので

ある。

（注１）詳しくは、日本経済新聞2003.9.25朝刊および日経コンピュータ
10月６日号のグリッド・コンピューティング特集 および米国
ＩＢＭのサイトhttp://www-1.ibm.com/press/を参照のこと。

（注２）SETI@homeについては以下を参照。
http://www.planetary.or.jp/setiathome/
SETIとは何か、SETIの電波探査、SETIにおける私の40年-Phil
Morrisonの談話、SETI関連のウェブサイトなどが載っている。

図表－2 グリッドを使ったシミュレーション
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